
生産現場の現状と未来について 

平成２６年５月２９月 

吉 田 牧 場 

牧場のログハウスちちぶ路  

中央酪農会議 記者説明会 資料 



１．牧場主紹介 
吉田恭寛(５０歳)  
家族構成：妻・息子・父母５人家族 
労働力：４名（経営主、妻他２名） 
 

昭和２１年 祖父が乳牛１頭を導入し、畑作、養蚕との
複合経営を開始。 

昭和２８年 父利太郎氏が就農し、酪農部門を徐々に
拡大。 
昭和４０年 酪農専業（経産牛２４頭）となる。 
昭和４５年 牛舎（４０頭規模）を建設する。 
昭和６１年 恭寛氏が就農。 
平成元  年 堆肥舎の整備と第２牧場（肉用牛舎）を購
入。 

平成５ 年 第２牧場に米国からの輸入ログハウスを建
設して、「牧場のログハウスちちぶ路」を開店して、アイ
スクリームの製造・販売と堆肥供給農家の野菜販売を
開始。 

平成１９年 第２牧場に発酵式フリーバーン牛舎（ミル
キングパーラー併設）を新設し現在に至る。 
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２．牧場紹介 
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住所 
埼玉県秩父郡小鹿野町小鹿野2262 

飼養頭数 
乳 牛 70頭 

  （経産牛50頭・育成牛20頭） 

肥育牛 50頭 

  （ホルスタイン種雄、F1、和牛） 

耕作面積 ３ha 

 平成２６年５月１日現在 

その他 

 ・ソフトクリーム製造 

 ・食育活動（教育ファーム認証牧場） 

 ・耕種農家への堆肥供給など 
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３．生産現場の現状と未来について① 
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１．農村及び地域経済における酪農の存在意義 

①酪農の多様性 地域の特性に合わせた酪農形態 

②エコフィード リサイクルの要として 

③牛乳以外の生産物 

④地域コミュニティでの役割 

 



４．生産現場の現状と未来について② 
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２．酪農の産業特性 

①酪農の生産現場の現状 

②増え続ける離農者と産業構造の変化 

③６次産業化と輸出だけでは解決できない問題 

 



５．生産現場の現状と未来について③ 
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３．酪農の未来と乳製品の安定供給 

①酪農産業への希望の光 

②再生産可能の適正価格と安定供給 

③生産現場からの情報発信と理解醸成 

 


